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南区地域包括ケアシステム推進体制

・熊本市は、

地域包括ケアシステム推進会議を、

市レベルの第１層、区レベルの第２層、

生活圏域（ささえりあ単位）レベルの第３

層の体制で推進している

・南区は独自に

実務者会議（第2.5層）を位置づけ、

第２層会議と連動しつつ、

具体的な活動を実践している。
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実務者会議（2.5層会議）きっかけ
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介護予防分野

令和2年11月第1回目を対面開催。
『2層会議だけでは、現場レベルの話を深めていくこと、具体的
な取組を進めていくことが難しい』ことから、医療・介護の最前
線で活動している関係者の話を直接聞くため、実務者会議を開催。
それぞれの方が現場で感じる『熱い想い』を共有している。
・区民にわかりやすい啓発を行う。
・会議だけ、紙だけにならない取組をする。

医療介護連携分野（みなまる会議）



介護予防分野の取組について
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介護予防分野の取組について
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実務者会議（2.5層会議）について
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介護予防分野

令和2年11月第1回目を対面開催。
『2層会議だけでは、現場レベルの話を深めていくこと、具体的
な取組を進めていくことが難しい』ことから、医療・介護の最前
線で活動している関係者の話を直接聞くため、実務者会議を開催。
それぞれの方が現場で感じる『熱い想い』を共有している。
・区民にわかりやすい啓発を行う。
・会議だけ、紙だけにならない取組をする。

医療介護連携分野（みなまる会議）



医療介護連携分野（みなまる会議）
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参加者
・医療機関 ・在宅クリニック医師
・歯科医院 ・医療機関医療福祉相談室
・医療機関地域連携室 ・居宅介護支援事業所
・訪問看護ステーション ・介護老人保健施設
・調剤薬局 ・訪問介護事業所
・県作業療法士会 ・地域リハ広域支援センター
・地域包括支援センター（6か所） ・市医療対策課
・南区福祉課

人生会議チーム 在宅医療介護チーム

令和３年10月、医療介護連
携分野の2.5層実務者会議を
「みなまる会議」と命名。

（ロゴを作成）



医療介護連携分野（みなまる会議）
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医療介護連携分野（みなまる会議）
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高齢者入居施設での
看取り支援専門職派遣事業

多職種連携ミーティング南区人生会議の日

人生会議セミナーの
普及啓発

人生会議チーム 在宅医療介護チーム



在宅医療介護チーム
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在宅医療介護チーム



在宅医療介護チーム
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在宅医療介護チーム
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南区の「人生会議」普及啓発の取組

１

２

人生会議セミナーの開催

「南区人生会議の日」の開催
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「人生会議」の取組 これまでの実績

令和２年度 令和３年度

Ｒ
３
年
⒑
月

医
療
介
護
連
携
分
野
の
実
務
者
会
議
を

「
み
な
ま
る
会
議
」
と
命
名(

ロ
ゴ
を
作
成
）

Ｒ
３
年
⒒
月

第
１
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催

（
天
明
ホ
ー
ル
）

Ｒ
３
年
⒒
月

「
人
生
会
議
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

Ｒ
３
年
９
月

「
人
生
会
議
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト

Ｒ
３
年
３
月

『
終
末
期
に
関
す
る
区
民
へ
の
啓
発
』
の

取
組
を
ス
タ
ー
ト

Ｒ
２
年
９
月

民
間
の
関
係
機
関
参
加
に
よ
る
実
務
者
会
議

（
介
護
予
防
分
野
・
医
療
介
護
連
携
分
野
）
ス
タ
ー
ト

Ｒ
２
年
４
月

「
南
区
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
方
針
」
を
策
定



「人生会議」リーフレット
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「人生会議」の取組 これまでの実績

令和４年度 令和５年度

Ｒ
４
年
⒒
月

第
２
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催

（
ア
ス
パ
ル
富
合
ホ
ー
ル
）

Ｒ
５
年
３
月

「
私
の
想
い
」
手
帳
を
作
成

Ｒ
６
年
⒒
月

第
４
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催

（
済
生
会
熊
本
病
院
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

Ｒ
７
年
９
月

第
５
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催

（
ア
ス
パ
ル
富
合
ホ
ー
ル
）

Ｒ
５
年
⒒
月

第
３
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催

（
火
の
君
文
化
ホ
ー
ル
）

Ｒ
６
年
５
月

「
南
区
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
方
針
」

を
改
正

令和６年度 令和７年度 令和８年度

Ｒ
８
年
⒒
月

第
６
回
南
区
人
生
会
議
の
日
を
開
催
予
定

（
熊
本
城
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
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「私の想い」手帳とは
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人生会議セミナーとは

講師:にしくまもと病院
名誉院⾧ 林 茂 先生

地域役員や地域住民の集まり
に出向き、人生会議の必要性を
伝えるセミナーを開催

※「人生会議」…人生の最期に受け
たい医療について、自身の
考えや希望を見つめ直して
もらい、大切な人と話し
合ってもらうこと。
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人生会議セミナーの様子
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人生会議セミナーのこれまでの実績

参加人数回数年度

１３５名４回R３年度

２６１名１０回R４年度

６８９名１７回R５年度

１５４名５回R６年度

２７９名８回R７年度
（１２月末時点）

１５１８名４４回計
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「南区人生会議の日」とは

人生の最終段階における医療や、

人生会議について、区民へわかり

やすく啓発することを目的に、

人生会議に関するイベントを開催
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「南区人生会議の日」これまでの実績
参加人数会場回数・年度

１７１名天明ホール第１回
（R3年度）

２２３名アスパル富合ホール第２回
（R4年度）

２４０名火の君文化ホール第３回
（R5年度）

２５６名済生会熊本病院
コンベンションホール

第４回
（R6年度）

２６０名アスパル富合ホール第５回
（R7年度）

熊本城シビックホール第6回
（R8年度予定）



「南区人生会議の日」の内容

内容回数・年度

寸劇「家族会議」
講演「人生会議のすすめ」
「在宅医療について」

第１回～第３回
（R3年度～R５年度）

パネルディスカッション第４回
（R6年度）

寸劇「最期まで自分らしく
～南さんちの『人生会議』ものがたり～」
講演「在宅医療でできること」
「介護保険サービスってなあに？」
「『私の想い』手帳記入体験」

第５回
（R7年度）

計画中第6回
（R8年度予定）
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これまでの「南区人生会議の日」の様子

令和６年度 第４回 パネリスト
・にしくまもと病院 医師
・ひまわり在宅クリニック 医師
・済生会熊本病院 医師
・(株)S-TASHIRO 看護師
・ホームホスピスわれもこう 看護師
・ご家族の看取りを経験した方
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「第５回 南区人生会議の日」の様子
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セミナーやイベント参加者の感想

• 自分も家族も後悔しないような最期を迎えることの
大事さ、重要性を感じた。

• 元気だから何も考えていませんでしたが、今後は
しっかりと話し合ってみたいと思いました。

• 先生の実体験に基づく話で、とても良かった。
• 家族につらい思いをさせないために、言葉に出して
話し合って、書面に残していいんだと思えた。

• 元気なうちに、自分の最期の迎え方について知って
おくこと、話しておくことは大事と思った。

• 自分がどうしたいかを家族に知ってもらって、家族
の気持ちも聞いてみたい。
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南区地域包括ケアシステム推進の強み

 多職種、多機関で協働している
医療、介護、福祉分野の複数の職種で、南区内の複数の事業所から協

力をいただいており、現場の実践から見える課題や経験から得る知を共
有させていただくことで、南区の課題の抽出や対応策について一緒に考
えていただいている。

 会議だけではない、実際の事業を通してのつながり

 南区全体で地域包括ケアの取り組みを推進している

会議で顔を合わせるだけでなく、一緒に事業に取組むことで、
事業計画→実施→振り返り→次の計画というPDCAサイクルの
プロセスを共有することで、課題の共有や目的の明確化、何よ
り、モチベーションの向上につながっている。

南区⾧をはじめ、保健福祉部⾧も率先して地域包括ケアシス
テムの推進に力を入れており、活動の後押しとなっている。



Presented By : 

2026年1月20日（火）
熊本市地域包括ケアシステム推進会議

＠熊本県医師会館


